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書評

　透析療法が腎不全の治療として

認知され，40 年以上が過ぎようと

している。その間積み上げられた

知識と技術が今では治療医学の一

角を占めるほどに進化した。オッ

クスフォードの医学辞典による

と，20 世紀の治療医学で目覚まし

い発展を遂げた領域の 1 つであ

ると評価されていると聞く。わが

国の慢性透析患者数も年々増加の

一途をたどり，2008 年末には 28 

万人を超えた。

　透析医療に携わる医療従事者の

職種も広がりをみせ，最近では福

祉・介護関係の人たちも関与する

機会が増えている。治療医学の面

からすると，医師のみならず，理

工学者の参加，社会学者の参加す

らも必要とされる分野として発展

を続けている透析療法である。ま

た医療のシステム化，社会化と

いった流れからすると，それこそ

一般業界，行政機関，政府関係者

の間にあっても透析医療の意味と

価値を知ってもらうことが不可避

となりつつある。このように医療

界のみならず社会とのつながりの

中で展開，発展している領域に

なっている。こうした医療環境の

中で必要とされるのが正しい知識

と技術，その意味と価値を知らし

める情報提供手段ということにな

る。専門技術として，また総合的

解説の両者を兼ね備えた内容とし

て書かれた『透析療法事典　第 2 

版』は，まさしく時宜を得たもの

である。

　わが国の透析医療を含む腎臓学

の先頭に立って引っ張っておられ

る執筆者陣で書かれている本書

は，みごとなまでに内容を充実さ

せている。編集にあたられた中本

雅彦先生，佐中　孜先生，秋澤忠

男先生の構想力に敬意を表すとと

もに，素晴らしい書を世の中に送

り出していただいたことに感謝し

たい。

　なぜ，これほど本書に対して感

動を覚えたかといえば，21 世紀に

入ってこの方，医療界は持続可能

な成長を期待するにはあまりにも

社会環境，経済環境が悪すぎたと

いわざるを得ないからである。透

析療法もこうした影響下にあるこ

とは間違いない。それでも“経験

と意欲が創造を生み出す”といわ

れているように，日々の業務に必

要とされる技術と知識を身近で支

えてくれる本書の果たす役割は極

めて大きい。理論武装だけにとど

まらず，意味と価値，特に新たな

知見を識り，標準的知識と技術を

身に付ける，こうした医療プロ

フェッショナルに不可避とされる

アイテムについてわかりやすく記

述してある。

　世の習わしとして世代継承は大

切であるが，医療，特に透析医療

にあっては眼下に迫った現象にも

みえる。なぜなら，患者数の増加

はまだ止まっていないからであ

る。今後増加率は減少に入るかも

しれないが，献身で成り立つ医療

を支えるプロフェッショナルの意

欲と創造力を持続できるかどうか

が心配である。そうした世代継承，

時代継承にも本書が役立つものと

確信している。極めて時宜を得た

もので，本書の持つ意味と価値に

は絶大なものを感じている。本書

から得られる知識と技術が，透析

療法の広がりと進化に大きく寄与

すると確信するとともに，本書が

広く活用されることを祈念してや

まない。ぜひ座右の書として手元

に置いていただけることを期待し

たい。
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